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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，嗅覚刺激によって喚起される未来事象の特徴を明らかにすること
と，それらに加齢が及ぼす影響を解明することであった。検討の結果，嗅覚刺激によって喚起された未来事象は
情動的でかつ快であり，鮮明であることがわかった。また，若年者の方が高齢者よりも重要でかつ快な未来事象
を喚起しやすいなどの加齢の影響が示唆された。これら一連の検討から，嗅覚刺激を用いた高齢者の認知機能に
おける支援について議論が行われた。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this study were to reveal the characteristics of future 
event representations aroused by odor and examine how aging affects them. The results showed that 
future event representations aroused by odor were emotional, positive, and vivid. Further, younger 
participants were typically aroused by more positive and more important representations than did 
older participants. Based on these results, we discussed the assistance of a cognitive function 
using odor stimuli in elder people.
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１．研究開始当初の背景 
 
 従来の心理学的研究では，過去の出来事の
記憶である自伝的記憶(autobiographical 
memory)を対象として，嗅覚刺激の想起手が
かりの有効性が明らかにされてきた(①②)。
嗅覚的手がかりによって想起された自伝的
記憶は言語などの他の手がかりによって想
起された自伝的記憶よりも詳細でかつ情動
的であり，古い(③④)。また，嗅覚的手がか
りの熟知性，命名容易性，感情喚起度，快不
快度等の特性が自伝的記憶の想起を規定す
る要因となることが示されてきた(⑤⑥)。 
 しかし，従来の研究では過去の事象のみに
焦点を当てており，未来事象については検討
していない。近年，日常的な認知活動におけ
るヒューマンエラーを防止するために，さら
には認知症高齢者における「し忘れ」行為等
を予防するために，極めて重要なテーマの１
つとして，未来のある時点において遂行すべ
き 行 為 の 記 憶 で あ る 展 望 的 記 憶
(prospective memory)に関する研究が注目を
集めている。2012 年にはワサビの匂いを用い
た警報装置の研究がイグ・ノーベル賞を受賞
しており，嗅覚刺激による行為生成・記憶に
関する研究は大いに期待されている。過去事
象の想起において極めて有用である嗅覚刺
激は，未来事象においても同様の効果を示す
可能性は高い。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究計画では，未だ解明されていない嗅
覚刺激が未来事象に及ぼす影響を解明し，さ
らにそれらによる加齢の影響を検討するこ
とを通して，高齢者における認知活動を支援
するための新しいプログラムを展開する基
盤研究を行う。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究で中心となる方法は，日誌法である。
日誌法とは，参加者に日誌を携帯させ，日常
場面で嗅覚刺激による想起現象が生起した
際にその内容や状況などを記録させる方法
であり，すでに先行研究(④)からその有用性
が示唆されている。ここでは，日誌法を用い
て嗅覚刺激によって喚起される未来事象(未
来に起こり得る予定の出来事)についてのデ
ータを収集し，その特徴および加齢の影響に
ついて検討する。 
 
４．研究成果 
 
 以下では，研究期間に行われた主要な研究
とその結果について報告する。 
 
（１）「思いだそう」という想起意図を伴わ
ずに記憶がふと浮かんでくる現象は無意図

的想起と言われる。従来の研究では，無意図
的想起に自己確認，他者確認，方向づけの 3
つの機能があると考えられてきた。自己確認
機能とは，過去の自分自身の存在や自身の心
理的特徴を認識する機能である。他者確認機
能とは，自分自身の過去の人生にかかわった
他者を認識する機能である。方向づけ機能と
は，想起されたエピソードによってその時の
行動や思考が方向づけられたり，修正された
りする機能である。この分類を採用した場合
に，匂い手がかりによる無意図的想起では，
自己確認機能および他者確認機能よりも未
来の行為の方向づけ機能が優位に生起する
のかどうかについて日誌法を用いて検討し
た。その結果，方向づけ機能に分類されたケ
ースが他の機能に分類されたケースよりも
多いことがわかった(Table 1)。 
 
Table 1 機能ごとのケース数および具体例 

 
Table 2 匂いによる無意図的想起の機能分類 
 



 さらに，匂い手がかりによって無意図的に
想起された自伝的記憶の独自な機能を解明
すべく，KJ 法を行い，新たに分類を行い直し
た。その結果，“行為の方向づけ”，“記憶の
再解釈”，“情動変化”，“想起の連鎖”，“ノス
タルジー”，“匂いの再評価”の 6カテゴリが
得られた(Table 2)。以上の結果から，匂い
による無意図的想起には未来に行うべき行
為を生成する機能があることが示唆された。 
※5の雑誌論文 3を元に作成。 
 
（２）匂い手がかりによって無意図的に喚起
される未来事象について日誌法を用いた検
討を行った。その結果，141 ケース(79.21%)
が回収され，この比率から示されるように，
匂い手がかりによって未来の事象が喚起さ
れるケースはまれな現象ではないことがわ
かった。評定値を元に，未来事象の特性を分
析すると，全体的に感情喚起度がやや高く，
快感情を伴っており，やや鮮明な出来事が多
いことがわかった。想起頻度および重要度は
中程度であった。これらの特徴は過去の出来
事である自伝的記憶を対象とした研究から
報告されている特徴と類似するものであっ
た。手がかりとなった匂いの記述内容をカテ
ゴリ分析すると，全体の 45.39%(64 ケース)
が“食品”であった。 
 匂い手がかりと喚起された未来事象との
関連性を検討するため，それぞれの評定値間
の相関係数を算出した結果がTable3である。
匂い感情喚起度と出来事の感情喚起度，匂い
快不快度と出来事の快不快度との間に高い
有意な相関関係が確認された。すなわち，匂
い手がかりによって喚起される感情が未来
事象のいくつかの特性を規定する可能性が
示された。 
 
Table 3 評定値間の相関係数(r) 

出来事 匂い強度 匂い感情喚起度 匂い快不快 

感情喚起度 .10 .43** .44** 

快不快度 .21* .30** .52** 

想起頻度 -.12 .21* .19* 

重要度 -.03 .20* .19* 

鮮明度 .19* .39** .17* 

※*p<.05, **p<.001 
 
 

Table 4 手がかりごとの実行予定時期の比較 

実行予定時期 
匂い 
(n=141) 

匂い以外
(n=141) 

直後から 1日以内 51(36) 13(9) 

1 日以上 1 週間未
満 

23(16) 15(11) 

1 週間以上半年未
満 

21(15) 63(45) 

半年以上 1年未満 1(1) 3(2) 

1 年以上 10(7) 27(19) 

未定・その他 35(25) 20(14) 

注：（ ）内は% 

 Table 5 手がかりごとの想起内容の比較 

内容カテゴリ 
匂い 
(n=141) 

匂い以外
(n=141) 

食事・料理 53(38) 7(5) 

レジャー 33(23) 49(35) 

学校・仕事 24(17) 70(48) 

その他 31(22) 15(10) 

注：（ ）内は% 

 また，匂い手がかりとそれ以外の視覚的な
手がかりなどによってそれぞれに無意図的
に喚起された未来事象の特徴を比較した。そ
の結果，匂い手がかり群では想起直後から 1
日以内に実行すべき内容が多かったのに対
して，匂い以外の手がかり群では，1 週間以
上半年未満の内容が最も多かった(Table 4)。
想起内容についても手がかりごとに分類を
行った結果，両群の違いが確認された(Table 
5)。以上の分析から，匂い手がかりによって
無意図的に喚起される未来事象の特性が明
らかにされた。 
※5の学会発表 19，28 を元に作成。 
 
（３）若年者と高齢者の比較を通して，匂い
手がかりによって喚起される過去および未
来事象の諸特性に及ぼす加齢の影響につい
て検討した。事象特性に関する各評定値の平
均値および SDを算出し，Table 6 にまとめた。
評定値からみると，高齢者でも過去，未来と
もに感情喚起度が高く，快でありかつ鮮明な
事象が喚起されやすいことが示された。また，
若年者の方が高齢者よりも快感情を伴いか
つ重要であり，鮮明な特性をもつ事象が喚起
されることがわかった。 
 
Table6 年齢間における記憶特性の違い 

※5の学会発表 9を元に作成。 
 
（４）以上の検討から，嗅覚刺激は先行研究
で示されてきた過去事象だけでなく，未来事
象の喚起についても，手がかりとしての有用
性が一定以上に高いこと，また高齢者におい
ても有効であることが示唆された。さらに，
嗅覚刺激は，未来の行為を促進させる独自の
機能を有する可能性が示された。今後はこれ
らの知見をもとに，高齢者における認知活動
を支援するための基礎プログラムを構築す
る必要がある。 
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